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鹿児島市立桜丘中学校

令和４年７月２０日

第４号

１学期終了

校長 上久保大介

１学期が終了しました。３年目となったコロナ禍は収まるところを知らず，今学期も多

くの行事に影響がありました。特に７月に入ってからはBA.5と見られる感染が拡大し，本

校でも陽性反応者が増え，学期末の教育活動に支障を来す場面も見られました。保護者の

皆様や地域の皆様には不安や心配をおかけした面もあったのではないかと存じますが，ご

理解とご協力を賜り感謝しております。

生徒たちにとりましても，コロナにかかりはしないか，学校行事はどうなるのか，中体

連の大会はあるのかなど，不安な面があったことだろうと思いますが，学校生活の中では

多くの笑顔を見ることができたのもまた，事実です。

さて、このような状況にありながらも、各学年ごとに見てみますと、それぞれに成長が

見られました。まるで小学生のようだった１年生も少しずつたくましくなり，自ら行動で

きるようになってきました。２年生は多くの部活動で新体制になり，活動の中心を担うよ

うになってきました。３年生はいよいよ自分自身を見つめ，将来の自分像を具体的に描か

なければならない時期になってきました。毎年思うのですが，中学校の３年間の成長は著

しいものです。主に自分だけを基準にしてまわりを見ていた１年生も，３年生になると相

手の立場や状況を冷静に見つめながら判断ができるようになってきます。また，平易な言

葉で丁寧な説明が必要だった１年生が，３年生になると，少ない言葉で理解できるように

なります。いろいろな面で頼もしく思えるのが３年生です。人生の中で心身共にもっとも

揺れ動くのが中学校での３年間ですが、悩みも、迷いも、失敗もすべてを糧にして成長し

てほしいと思います。

明日から夏休みになります。課題や部活動、家の手伝いや親戚とのふれあいなど、意外

と忙しいですが、時間はたくさんあります。どのように使うかは本人次第です。

ともあれ、夏休みは心も体もリフレッシュする機会にして、生活習慣の乱れが生じない

よう、早起きに心がけ、事故のないよう過ごしてほしいと願っています。


